
分子機能研究部門 高分子活性分野
( D ep a r t m e n t Of M ol e c u h r F u n c ti o n , D i vi si o n of M ol e c ul a r B i ol o g y a n d n e r ap e u ti c s)

教授 .

･

三 上 輩

○学内委員 留学生セ ン タ
ー

運営委員会委員. 遺伝子寛

厳施設運営委員会委員, 姐換え D N A 実験安全委員会

委見 組換え D N A 実験安全主任者
,
亥鼻地区安全衛

生委員会妻丸 大学院自然科学研究科教授会委見 医

学研究科 ( 医学系運営) 委員会委息

○セ ン タ ー

内委員 教員会議委R , 総務費貞余香貞. 共

用備品委員会委員長, 広報委貞余香貞長. 放射性同位

元素委員会委兵長,

○学外委員 日本細菌学合評練乳 日本医其薗学会評蘇

見 日本細菌学会バイオセ ー

フ テ ィ委見 日本医異常

学会将来計画委員, 日本放線菌学会理事
.
日本放線菌

学会編集委員.

0 受賞 なの はな コ ン ペ ( 級長版: 自然科学先端研究部

門) ｢ ゲ ノ ム 解析情報に基づ い た病原菌よりの 新 しい

医薬の 開発研究+ .

0 そ の他 大学発 ベ ン チ ャ ー

株式会社 ｢ フ ァ ー ス ト ラボ

ラ トリ ー + 顧問.

助教授: 知花博治

○学内委員 親換え D N A 実験安全委員会香魚 研究用

微生物安全管理魚種作成重点余香 見 経合 メ デ ィ ア

基盤セ ンタ
ー

運用専門委貞会重点,
ス ペ ー ス ･ コ ラ ボ

レ
ー

シ ョ ン ･

シ ス テ ム事業実施委貞会費見 学長祷佐

懇談会委貞 .

0 セ ン タ ー 内妻員 数旦会読委貞, 稔務委貞余香見 広

報委貞余香見 共同利用委員会委E , 其菌医学研究セ

ンタ ー

自己点検 ･ 評価委月余垂貞
,
国書 w G

. 個人

評価 W G .

0 その他 名古屋大学大学院医学研究科非常勤講軌

助手: 宇野 潤

○学内委員 医学部付属動物実験施設運営委貞会委見

○セ ン タ ー 内委員 危険物保安監督% , 普通第 一 種圧力

容器取扱作業主任者.

0 学外委員 日本医真蘭学会評議委見 日本医真菌学会

標準化重点会委員, 日本細菌学会評論員,

助手: 五 ノ 井透

○学外委員 日本薬理学合評誘委員会垂B .

技術職具: 矢沢勝清

非常勤講師: 石渡里 一 郎 ( 石渡医院)

非常勤講師: 鈴木健 一 朗 ( 独立法人
･

穀品評価技術基

盤機構)

C O E 研究員: 影山亜紀子 ( 3 月まで)

C O E 研究員: 勝 正和 ( 5 月まで)

学術研究支穣鼻: 岡 棄緒

学術研究支援貞: 長沢奈央子

技術補佐員:

技術補佐員:

研究輔佐異:

医学寮学府

谷口 舞美 ( 4 月まで)

城 彩子 ( 5 月より)

山本やよい

博士課程: 飯EZl 剖治

自然科学研究科 博士後期薩程: 星野奉塵 ( 9 月ま で)

医学串学府 博士課程: 向井 啓

医学薬学府 博士課程: A h m e d H a n afy

医学薬学府 博士課程･: 長谷川太
一

自然科学研究科

自然科学研究科

白帯科学研究科

自然科学研究科

自然科学研究科

交換留学生 : 郭

博士前期課程:

博士前期課程:

博士前期課程:

博士前期課程:

博士前期課程:

谷 口 ヒ ロ子( 3 月ま で)

敷液久美子

田中美紀

日比崇弘

上野重苦 ( 4 月より)

庭均 (台湾大学) ( 7 - 8 月)

民間等共同研究鼻: 山本京子 (株式会社ツ ム ラ)

民間等共同研究員: 谷山光恵 (株式会社ツ ム ラ)

民間等共同研究員: 秦 真人 (第 一

製薬株式会社)

研 究概要

1 . 医療機関の依頼に基づく病原性放線菌の 同定

2(X 旭 年度は
,
本邦 の 44 の 医療機関か ら計 79 株の 同定

依頼を受けた . それ ら の 同定結果の 内訳は
,
N o c m d l

.

G 58

株 M J r Ob G Ct m
l

u m 4 株 ,
J gCti n o 血 3 晩 c o7 y n e b a cz m

'

u m

3 札 G o r d o 71i G l 株 .
R o tb iJ2 1 株

.
T h A a m u r cIZ,z l 株 ,

5 坤 勿2 n y e S 2 株 で あり . そ の 他 4 株 の C o7 7 nt O r m 属放線

菌 ( M i m b zu t m
'

u m ヤ S a c cb w o 舶 ) が含まれ て い た. また
.
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同定不能株が 2 株あ っ f= . N o c m d t
.

a と 同定 した 58 株 に

つ い て
, 種を決定した結束 N n 5 h oid c ∫ 3 楓 N o si G 血

2 株, N ･ o b s ce s s u ∫ 1 株
,
N ･ Gj h

'

c q n G l 楓 N b e lj E
'

n g m sis 2

株,
N b r9 Sill

l

e n sis 6 株 , N ( G rlZ e a l 楓 N y ri a cEi w g ic a 9

粗 N fw rri n ic a 1 6 楓 N ni 如 加 ∫is l 楓 N . ' z o w 11 株 ,
N ,

otiti dis c G g i w u m l 株お よび N 伽 T m [e 71Sis l 株であ っ た. 覗

荏, 3 株 の N o E a rd z
l

a に つ い て は種 の 同定申である. そ の

他 タイの N I H か ら の病原放線菌 (2 1 株) の依頼を受

け同定した . また
.
本邦には存在 しな い と考えられ て い

た病原性放線菌 の蘭種である N a b sc 即 W
,
N tr m s v a( c n 鳴 N

p s 2 u d o b n zsi[i c n sis お よ び N E n m e q によ る感染例があることを

確認した (矢沢藤橋
.
飯田創始. 長谷川太 一

) .

2 . N o E a rd i
'

a 属の放線菌の新種穐案

本邦お よ び タ イ の 臨衆材料 や 土壌 から分 離 した

N v c a , di q 株 に つ い て 再分類を行 い ,
N o 7' D e m l

'

d , N LI O b e n sis,

N m tb ritid if
･
N n ' u o e 鳴 N ･ ･ m

l

a h
-

E n
･
N big w n s b , N ”iig q 観 梅

N ･ p n e u m o n iLZ e , N ･ si e n E a s
,
N I S b l

l

m of u ∫a e TI S む, N I cs 加 e u s , N

Eb oi[a n d l
'

E L8 N - ぬ 払 お よび N y d m a7, q Sbi e n Jむの 1 4 種の

N o E a r di a の 新種発表を行 っ た ( 影山亜紀子, 飯田創晩

向井 啓
,
央沢勝滑) .

3 1
N o c w d t

'

a f a 7 Ti n i E q の ゲ ノ ム解析

関西地域の 医療機関で 分 離された N o m rd l
'

a f m t n z
l

[ q

I F M IO 15 2 殊 に つ い て
,
その パ ル ス フ ィ ー

)I , ド電気泳動

パタ ー

ン
,
1 6 S r R N A 遺伝子解析.

さらに生理生化学的

な性状の検討の 結果などか らゲ ノ ム 解析殊に指定して ,

感染症研究所および北里大学との 共同研究で . 全 ゲノ ム

解析を進め
,
2 00 4 年 に完了した (星野泰隆) .

4 . 病原性微生物の生産する新規生物活性物質の探索

N t r a n s v L d m s l
-

s r F M IOO 6 5 撒から, 新たにチ ア ゾ 1) ン

骨格を有する新規抗真菌括性物質 t r a n s v al e n ci n A を単

離 して 報告 した .
A c t7

-

n Q m D d m z m d d w a e IF M O 573 フ5 , ら

新貌 sid e r o p h o r e 系物 質 ( 皿 且dtl r a St a ti n と 命名) を阜離

し報告 した. 病原性放線菌 N o titi dis E O m
.

a r u m IF M 0 98 8

株 の 菌体培養液は. M iL n C O E C u S [ u te u ∫ お よ び C ,汐tO C O CC y S

7Z e Of o r m a n ‖こ 対 し て 活性を有 して い た . M . 血 触 に 対

する活性を指標 にし
,
シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ

フ ィ
ー

お よ びゲ ル ろ 過な どを用 い て 精製を行 い , 二 種

の 化合物を得た .
つ ぎ に M S お よ び各種二 次元 N M R

を解析 した結果
,
こ れ ら の 化合物は既知化合物で ある

n a r g e rli d n A l と n o d u s mi d n で あ っ た . ま た 現在. 7 F M

o 75 7 株 より得 られた
■
グ ラ ム 陽性細菌活性を有する化

合物およびI F M I OO 65 よ り得られた抗 c Q ワn e b a et m
l

u m

x - sis 活性を有する化合物の 構造を解析中である ( 向井

啓
.
星野泰隆) .

5 ‥ 吸着から分牡された G o r d o' l'
1

o 株 の 分類学的研究

日本で 分離された G o r d o m
'

G 2 0 株 に つ い て 1 6 S r D N A

塩基配列を決定したとこ ろ
, 耳漏から分離された IF M

I OO 3 2 株 およ び胸水か ら分離された I F M I O1 48 の 2 株

が既知の株とは敵れた
一

つ の まとま っ たクラ スタ ー

を

形成した ･ 系統解析の祐乗こ の 2 株は G o rd o 72i o sP u fi や

G o r d o n i o o l
'

cbi c 7ZS Z
I

s と系統的に近 い 新たなグ ル ー プで ある

ことが明らかとなり, 新種として . 報告した (谷口 ヒ ロ

チ
,
飯田創冶) .

6 . 其薗 の分類同定に関する研究

前年度に引き続 い て, オ ー

ス トラリ ア シドニ ー

大学

の W i el a n d M ey e r 博 士 と 共同で, C 7M 如 c u ' f n e Ofo r 7”a n S

の 遺伝子多型解析を行 っ た. 特に
,
遺伝子の 繰り返し

配列で ある mi c r o s a t eni t e 遺 伝子 の 解析結果を用 い る こ

とにより
,
c . n e of Q r m q n J を 7 つ 以上 の 遭信子タイプに細

分する ことが可能で ある ことを明らか にした ( A b 皿Cd

H a n 申.
飯 朗IJ 姶. 五 ノ井透) .

7 . 臨床分離 c o n d '
'

d G 2 a ' 砂i/c 3i s の 系統解析

日 本と プ ラ ジ )I , に 於 い て臨床分 催され た C a n 肋

p a n Q 9l
'

k sむの I T S (Ⅰムーe r n d t r an s c rib e d sp u r) お よ び D ln ) 2

領域 の シ ー ク エ ン ス 解析の 結果から. C ･ p a r Q m ゐsir は 4 つ

の グ ル ー プ ( グル ー プ Ⅰ
,
Ⅱ
,
Ⅲ
,
Ⅳ) に分類される こ

とを報告した (飯田創治. A lm e d H a n 吟) .

8 .
C a n did a ゲノ ム解析

l ) 全ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス解析

i ) c LZ n did a albi c a n ∫ の ゲ ノ ム ドラ フトシ
ー

ク エ ン ス の

公開: ス タ ン フ ォ
ー

ド大学を中心とする公的機関

によ っ て病原性真菌で は世界初と なる C .
albic d n J の

ゲ ノ ム 配列 (1 5 .6 M b) の 全競およ び公開を行 っ た

(P N A S) . 釆 国以外で は唯
一

当分野が分担研究を

行 っ た ( 知花博拍) .

ii ) c ･ a 伽 a n ∫ 染色体 7 番 の完読 : c . a[ h
'

c G n ∫ の 染色体

7 番 (1 M b p) の 16 カ所 の 未読部分を P C R で 増幅.

千葉大学 真南医学研究セ ン タ ー
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塩基配列を決定する ことに成功した ( 岡 奈緒 , 知

花博治) .

己i ) c 1 0 1h
l

c a n s 染 色 体 6 番全 シ
ー

ク エ ン ス の G a
p

cl o si n g : 染 色体6 香 (1 .1 M b p) の 未読 部分を P C R

で 増幅, 塩基配列を決定する こ とによ っ て 完全解

読を目指して い る ( 敷披久美子 , 岡 奈緒 . 知花博

* ) .

2 ) a . d [u c a n s 遭伝子機能解析

i) 1R O l 遺伝子の病原性に関する研究; c . alb z
I

E G n S に

お ける形質転換実験の世界的な標準株 で ある C AI 4

で は
,
マ ー カ ー

遺 伝子 tTR ,g3 と共 に. 酔漢す る

LR O I も欠損して い る. と こ ろ が
,
こ れ ま で 1 R O l

の機能に つ い て 考慮されて い なか っ た . 今回 Z R O l

変異株を作製し, 感染実験を行な っ たと こ ろ 1R O l

は病原性の 低下が確認された. 本研究にお い て ,
a

a lb iE a n S の 遺伝子解析における重要な所見が得られ

た (宇野 潤 , 同 素緒 , 知花博治) .

ii) C G R l 遺伝子に対するテトラサイク T) ン 制御プ ロ

モ ー タ ー

導入株お よび欠現株を作製した ( 同 素

緒, 知花博治 , 長 環 : 福岡歯科) .

iii) テ トラサイクリ ン制御プ ロ モ ー タ ー 導入株を用 い

た P H O 9 5 遺伝子の 病原性 ヘ の 関与に つ い て 解析 し

た (宇野 潤 . 知花博姶, 富川洋三 : 山梨大) .

3 ) c L g Za あ 肋 にお ける 7 エ ノ
ー

ム (全表現型) 解析

i) C ･ g lo b ,y .tu 遺伝子制御株の網羅的作製: a . gl o b ,7Z tZ7

の 50 適任 子 に つ い て テ トラ サ イク リ ン 制御 プ

ロ モ
ー タ ー

導入株を作 製した . 残 る 5 ,2 50 の C .

g] a b , i; tW の 遺伝子に つ い て テ トラサイク リ ン 制御プ

ロ モ
ー タ ー

導入株を作製中で ある ( 同 素緒
,
長沢

奈央子 , 中山清伸 : 鈴鹿高専 , 知花博漁) .

ii) a .

g
I4 b rD tZ2 にお ける高効率鼠換体作製用新規宿主 .

ベ ク タ -

系 の 開発: 非相同組換え誘導因子 YK 【冴0

ノ ッ ク ア ウトによ る. 高効率な遺伝子夕
-

ゲテ ィ ン

グを実現 した ,
C ･
g
l a b r a t2Z 遺伝子制御棒の網羅的作

製にお ける大幅な コ ス ト削減, 迅速化を可能とする

成果である (上野圭吾 , 知花博治) .

9 . 其菌の 生産する生理活性物質の探索

パ ラ コ ケシジオイデ ス症 の組織検体より汚染菌として

分離した菌株が抗其菌作用を示すこ とを見 い だ した. こ

の 蘭林は, 形態学的検討と遺伝子解析 により p m i ciIIt
-

u m

p s c u d o cif ,i n u m と同定した, 本蘭をポ テ トデキ ス ト ロ - ス

液体培地で堵善し, 菌体は メ タ ノ ー

ル で
. 培養ろ液は酢

酸 エ チ ル抽出し
,
こ れをシ リカゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ

フ ィ
ー と分取辞層ク ロ マ トグラ フ ィ

ー

で 精製し, 分子皇

43 3 の 物質を得た. 本物質は Ji sp e rgiI/ w j k m ig u f u s と 白癖

菌にの み抗美園活性を示 した ( 日比崇弘, 宇野 潤) .

1 0 . 病原性其菌 C G n d z
'

d . ” (bi c o 〝s の 適任子発現解析

薬剤耐性発現に関与すると考えられ る 1 ,5 00 あまりの

遺伝子に対する p C R 産物お よびオリ ゴ･D N A ブ ロ ー プ

をス ポ ッ ト した マ イク ロ ア レイ ･ ス ライ ドを開発 ･

作製

した
. 現在

,
当セ ン タ ー に保存されて い る弗剤耐性菌株

および対照菌株に つ い て 発現遺伝子の プ ロ フ ァ イリ ン グ

を行 っ て い る ( 田中美紀 . 山本やよ い
,
五 ノ井適) .

ll . 麹菌 D N A マ イク ロ ア レイ の開発 ･ 構築

麹菌の ゲ ノ ム プ ロ ジ ェ クトの完成に伴い
,
麹菌遺伝子

の 発現解析を行うための D N A マ イ ク ロ ア レイの 開発に

着手した ( 五 ノ井透) .

12 . 抗其菌剤フ ル オロ キ ノ ロ ン の 人体 へ の 副作用の 研究

様々 な感染症の 治療に用い られ る フ ル オ ロ キ ノ ロ ン

(1e v o且o x a d n , g E tifl o x a ci n , t e m a A o n cl rL 等) に は, -
-

方 で

心機能障害や低血糖を引き起 こすなど深謝な副作用も報

告されて い る.
フ ル オロ キ ノ ロ ン の 副作用が , 先 に我 々

が分子構造と機能を明らかに した A T P 感受性 K
'

チ ャネ

ル を閉じる こと に因 っ て 引き起こされて い る ことを見出

し
,
さらに副作用の タ ー ゲ ッ トとなる分子サブ ユ ニ ッ ト

を同定した (五 ノ井透) .

1 3 . ミ ト コ ン ドリ ア膜系のイオ ンチ ャネル の構造と機能

ミ ト コ ン ドリ ア は
,
其核細胞の 呼吸 (A T P 産生) 千

ア ポト -

シ ス にお い て中心的な役割を果たすが. ミ トコ

ン ドリア膜に存在するイオ ンチ ャネル の機能に つ い て は

詳細が知られて い な い , 電気生理学的手法である パ ッ チ

クラ ン プ法を用 い て ミト コ ン ドT) ア 内膜 に存在 し A T P

に よ っ て 開閉が調節されるチ ャネ ル の 機能を解析した

( 五 ノ井透) .
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2 . 原著
･

英文

1 ) I s hik a w a I , Y a n a s hi t a A , M ik a JT li Y , H o 血1 n O Y , K u rit a

H , H o tta K , S hib a T , H att o ri M : T h e c o rr lPle t e g e n o m e

s e q u e n c e o f N o c a r di a f G rCi n i , a I F M 1 0 1 5 2 . P r o c N a tl
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2 ) J o n e s T , F e d e r s pi el N A , C hib a n a H , D u n g a n I , K a lm a n

S , M a g e e B B , N e w p o r t G , T h o r st e n s o n Y , A g ab i a n

N
,
M a g e e P T , D a v i s R W a n d S c h e r e r S : T h e dipl oi d

g e n o m e 弓e q u e n C e O f C G n d z
L

d n n 助 G n S ･ P r o c N A 【I A c 且d

S d U S A 1 01 : 7 3 29 - 73 34 . 20 04 .

3 ) K a g e y a m a A , P o o n w a n N , Y a z a w & K , M i k a m i Y ,

N i s hi m tl r a K : N o c n r dE d b e lj z n g e n s i s , i s 且 P a t h o g e n i c

b a c t e ri11 m t O h u m a n s : th e fi r s t i n fe c ti o u s c a s e s i n

T h ai lm d a n d J a p a n ･
M yc op 且th 01 1 57 : 1 55

-1 61 , 2 00 4 ･

4 ) K a g e y a m a A , H o s hi n o Y , W a t a n a b e M , Y a 2 , a W 且 K ,

M i k a 皿 i Y : CliT Li c al i s ol a t e s o f N o c n r d z
'

G b rTa Ji h
-

m ∫l

l

∫ fr o m

J a p a n e x hibi t v a ri a bl e s u s c e p ti bili ty t o th e a n ti bi o ti c

i mi p e n e m ･ M y c op h a th ol o gi a 15 8 : 27 5
- 27 8

,
2 00 4 ･

5 ) K a g e y a m a A , P o o n w a n N , Y a 乞札W a K , S u 印 k l S ,

K r o p p e n s te d t R M , M i k a m i Y : N c c a r d i
'

a v c r m i c u l q t 4

sp L n O V ･ a n d N Q C a r di G th o l
'

l G 7 2 di c u sp . n o v . i s ol a t e d fr o 皿

cli ni c al sp e ci m e n s I A cti n o m y c et o lo gi c a 1 8: 2 7
-3 3 , 2 00 4 ･

6 ) K ag ey a m a A , Y a z a w a K I s hi k a w a I , H o tt a K , N i shi r n uLr a

K M ik a mi Y = N o c a r di 81 i n 6e c ti o n s i nJ a p a n fr o m 1 9 92 t o
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9 ) K a ts u M , K ld d S , A n d o A , B r an c h i ni M L M , M i k a mi Y ,

N i shi m u r a K
,
M e
y
e r W : T h e i n t e r n al t r a n s c ri b ed sp a c e r s

a n d 5 ･ 8 S r R N A g e n e s h o w e x t e n 6i v c di v e r si ty a m o n g

i s ol 且te S O f th e a , n 加 o c c u ∫ n e ofo r 7 n a W ∫ S P e Ci e s c o m pl c x ･

F E M S Y e a s t R e s 4 : 37 7 -3 88
,
20 04 .

1 0) K 且g e y a m a A , H o shi ,1 0 Y , P o o n w a n N , Y a 乞a W 8 K , M ik a mi

Y
,
N i s hi m u r a K : N o c a r d l

'

G q ∫i G ti EL ” P ･ n O V . , is ol a t ed fr o m

p a ti e n ts wi th n o c a r di o si s i n J a p a n a n d cli ni c al sp e ci m e n s

f r o m T h ail a n d .i n tI S 7 St E v oI M i c r o bi o1 5 4 :
･1 25 - 1 3 0 ,

20 04 .

1 1) B uj d a k o v a H , M elk u s o v a
■

S
,
Ii d a S

,
M o k r a s M

,
M i h 皿i

Y : D i s c ri mi n a ti o rl b e t w e e n C n n d 4
'

d d a 別 c a n s a n d C u 2Z d z
'

d u

d u b B ni e n ∫i s i s ol 紙 d fr o 血 H I V -

p o siti v e p a ti e n ts by u si n g
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M i c r o bi ol o gi c a 49 : 4 84
-4 9 0 , 20 04 1

1 2) M y o k e n Y , S u g a t& T , F uji t a Y , K o h a n a T , M ik a mi Y :

O r o p h a r y n g e al C a n di d a c ol o n 血 ti o n a n d i nf e c ti o n i n

n e u t r o p e n i c p a ti e n t s wi th h e J n a t OI o g lC m ali g n a n ci e s ･
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th e edi to r) 13 7 -13 8 , 2 00 4 .
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J : A b s ol u te s t e f e O C h e m i 8亡r y o f i m r n tl n O S u P P r e S S i v e

m a c r oli d e b r a sili n o li d e A a n d i t s n e v c o n g c n e r

b r a sili n oli d e C ･ J O rg C h e m 6 9: 1 535
-1 54l

,
20 04 1

1 4) H a r a d a K , T o mi t a K , F uJ
-

ii K , M a s tl 血 K , M i k a mi

Y
,
Y a 2 ,a W a K , K o z T l a k i H : Ⅰ8 0 1 a ti o n a Tl d st r t l C t u r a l
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12 5113 5 , 2 004 .

15) M y o k c n Y , K y o T , F t11
L
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,
2 00 4 ･

16) K a g eァa m a A , Y a 乞 a W a K , N i s hi m u r a K , M i k a mi Y :

N o c G r d l
l

LZ i n b b G n e n Ji s sp ･ n o v . , N o c o r d
i q y a 伽 n a Sb i m sl

'
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1 7) K a g e y a m a A , T o ri k o e K , I w a m o t o M , M a s u y 8 r n a
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r h e u m a t o i d a r th ri ti ti s i n J a p a n ･ I Cli TI M i c r o bi o1 4 2 :
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3 0) Y 山iy a A . D a hl e m
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T o h ru G o n o i , G e r ald W o lf a n d D e tl ef S i e m e n : T h e
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c1 8 皿 P a p p r o a c h ,

B i o c h i mi c a e t B i o p h y si c a A c t a ( B B A ) B i o e n e rg e ti c s

1 65 6 : 4 6 - 5 6 , 200 4 .

3 1) S a r a y a A , Y o k o k u r a M , G o n o i T , S ei T 1 0 S : E ff e c t s

of fl u o r o q u i n ol o n e s o n i n s uli n s e c r e ti o n a n d β
-

c ell

A T P -

s e n si ti v e K
'

c h a n n el s . E tl r I P h a r r n a c o 1 4 9 7 :

11 l -1 17
,
2 00 4 .

邦文

1) 佐藤友隆, 森本亜玲, 薗部 陽, 勝 正和, 三上 義 ,

枚尾車朗: イトラ コ ナ ゾ
ー

ル内服に ヨ ウ 素含有軟膏

外用を併用し早期に上皮化を認めた ス ポ ロ トリ コ -

シ ス の 1 Dg . 皮膚科の 臨床 46 : 20 27 - 2030 , 2 00 4 .

3 . 冶就 ･ 解鞍 ･ その他学術刊行物

1) 加藤俊彦 , ア レ キ サ ン ダ
ー

カ イリ ス , 宇野 潤,

育漸弥寿 徳:

st r ai n 31 7/4 02 ,

能 . 応用薬理

2) 五 ノ 井透, 勝

人, 北村昭浩,

乳酸 梓菌 L a Ei o b G Cill u s a ci d op b ilu ∫ E r
- 2

通 称ナ リ ネ蘭 の 特徴とそ の 生理 機

6 6 : 1 27 - 1 32 , 20 04 .

正和, 田中美紀 , 三上 轟, 案 其

是永 博, 佐藤謙
一

: 糸状菌の細胞

壁構造の 解析方法の研究 . 千葉大学知的財産本部共

同研究成果報告者第 1 号 , p p .1 41-1 4 2 , 200 4 .

4 . 学会 ･ シンポジウム ･ 研究集会での招待講演

1) M ik a mi Y : R e c e n t p r o g r e ss i n m ol e c u h r e pid e r n i ol o gi c al

st u di e s o n p 血 og e n l C fu n gi a n d N o E a r d t
'

a ･ W o rk sh o p o n

Al D S a n d I n f e cti o u s D i s e a s e s ･ A u gl l St 27 , 20 04 , B r 氾il ･

2 ) 石川 辞, 山下教士 , 栗田晴代, 星野泰隆, 三 上

菓, 服部正平: 病原性放線菌 N o c a r d '
'

G f w ci m
'

c a ゲ ノ

ム の 特徴. 第 6 回ワ ー ク シ ョ ッ プ一徹生物ゲ ノ ム

研究 の フ ロ ン テ ィ ア . かずさ ア カ デ ミ ア ホ ー ル
,

20 04 . 3 . 5 - 6 .

38 千葉大学 其菌医学研究セ ン タ ー 報告 隼8 巻 200 4



3 ) 知花博治: 病原性 c o M d l
'

d a 酵母におけるゲ ノ ム 解析
- ゲ ノ ム創薬をめ ざして -

,
第 1 6 匡｢ 酵母合同シ ン

ポジ ウ ム , 大阪, 2 0 04 . 6 .
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5 .
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M ag e e P, M i k a mi Y : S e q u e n c e g a p cl o si n g f o r C o n di d G

a lb z
-

, n n s c h r o m o s o m e 7 , u si n g s u p e r c o n ti g s of As s e r n bly
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l

d G
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F o ru m o n T n fe c ti o rl a n d l m r n u ni 切A w aji,J 8P a n , A b s tr a c t,

2 0 0 4 . 8 .

3 ) J o n e s T , F e d e rs pi el N A , C hib a n a H , D u n g a n I, K 血 a n

S
,
M ag e c B B , N e w p o r t G , T h o r s t e n s o n Y R , A g a bi a n N ,

M a g e e P T , D a vi s R W , S c h e r e r S : T h e dip loi d g e n o m e

s e q u e n c e o f
C a n di d a a lb i c a n s, A S H c o n fe r e n c e s C G n d l

l

d n

a n d C a n di di a si8 (7 th ) , A u s ti n , U S A , 2 00 4 . 3 .

4 ) L e ph a rt P, C hib a n a H , M a g e e P T : T h e r ol e o f th e m ajo r

r e p e a t s e qtl e n C e i n c h r o m o s o m e dy n a m i c s i n C a 77 di d a

G lb z
'

c G n S
, A S M c o n f e r e n c e s C a n d 1

'

d a an d C a n di di a si s

(7 th ) , An s 血 , U S A , 200 4 . 3 .

国内

1 ) 津EE[正史, 麦島陵雄, 小松
-

聖, 三上 轟 , 小林啓

一

: 海洋性其蘭由来の 新規イン ド
- ル ア ル カ ロ イ ド

sp e r adi n e A お よ び新規 マ ク ロ リ ド m a c r olid e A と B

の 特進. 日本薬学会第 12 3 年臥 20 03 . 3 , 2 7 .

2 ) 小於
- 聖

, 津田正史, 三上 嚢, 小林淳
一

: 放線菌

N o c G r d l
l

G b r a sili e2 1Sis よ り単雄した新規テ ル ペ ノ イ ド

b r a sili c a rdi n B - D . 日 本葬学会北海道支部第 12 0 年回

例会 , 2 00 3 . 5 . 1 0 .

3 ) 影 山亜紀 子, 矢沢 勝清 , 西 村 和 子, 三 上 嚢:

N o c a T d l
-

a 属 4 新種 の 提唱. 第 77 回E] 本細菌学会総

会 , 日本細菌学雑誌 5 9: 78 , 2 00 4 .

4 ) 星野泰隆, 夷沢勝滑 , 宇野 澗, 深井敏夫, 三上

嚢 : 病原性放線菌 N o c w d l
'

d の 生産する新規抗兵衛括

性物質に つ い て . 第 7 7 回日本紙蘭学会稔会, 日本

細菌学雑誌 5g : 14 6 , 2 00 4 ,

5 ) 矢沢勝滑, 影山亜紀子 , 星野泰隆, 向井 啓, 飯田

創始, 西村和子, 三 上 襲: 本邦 で分離して新たに

報告した 6 新種の N o c m di a に つ い て . 第 25 回関東

医真薗談散会, プ ロ グ ラ ム
･ 諸味抄軌 p . 9 , 2 0 04 .

6 ) 星野寮監, 向井 啓, 央沢勝清, 宇野 潤, 石川

辞 , 凍井俊夫, 三上 喪: 病原性放線 菌 N o w di a

細 2T 叩 a L m si3 の 生産する亜 鉛原子を含んだ新規抗異

常活性物質に つ い て . 20 04 年度日本放線菌学会大

会 , 舌削斉要旨集, p . 50 , 2 00 4 .

7 ) 矢 沢勝 滑, 影 山亜 紀 子, 西 村和 子, 三 上 襲二

N o c a Tld f
'

u ℡i n a c e d の 本邦における初めて の 報告例と本

菌に近縁な新種に つ い て. 帝 48 回日本医其蘭学会

総会, 異常誌 4 5 (増 l ) : 77 , 20 04 .

8 ) 星野泰隆, 向井 啓, 央沢勝清, 宇野 潤 , 深井

俊夫, 石川 浮, 三上 衆: 病原性放線菌 N o E O r di o

f m i ni E a I F M I O1 52 株の生産する病原性因子シデ ロ

フ ォ ア に つ い て . 欝48 回日本医鼻骨学会棒金, 其

菌誌 45 ( 増 1 ) : 1 0 3 , 2 004 .

9 ) H a n a fy A , K a t s tl M , I i d a S , G o n oi T , M ik & mi Y :

M ol e c ul a r t
y pi n g o f C り少t o c o r c u S n C Of o , m G n S by i) N A

mi c r o s a t eui t e m a rk e r s a n dy s e B . 第 48 回日本医其蘭学

会槍会 , 真蘭誌 45 (増 1 ) : 78 , 200 4 .

1 0) 浮田巳R
'

, 石 崎純子, 無益宏志, 原田敏之, 三上

轟 : N o c G r d z
'

a b 71a Si[i c u ∫is に よ る皮膚ノカ ル ジア症の 1

例. 第4 8 回日本医兵衛学会総会 , 其菌誌 45( 増1 ) :

10 3
,
2 00 4 .

l l) 玉城青史郎, 服部尚子, 佐 々木甫胤, 常深佑
一

郎 ,

外山啓子, 三滞慶軌 三上 轟: N o c w d z
l

a o b s E e J3 u S に

よ る背部皮下膿窃の 1 例 . 第 48 回日本医真蘭学会

絶会, 其菌罷 45 (増 1 ) : 78 , 20 04 .

12) 明見龍成, 菅田辰海, 飯田創治, 三上 嚢 : 血液疾

息患者に 発症したア ゾ
- ル 耐性 C . t r Q i E G ゐ に よ る

カ ン ジグ血症の 4 イ乱 舞 48 匝旧 本医其蘭学会稔会,

其蘭誌 4 5 ( 増 1 ) : 76
,
20 0 4 .

13) 西村和子, 江崎孝行, 神原廉二 , 笹川千尋, 菅原秀

明, 坪野義己, 本田武司, 三上 薬: 病原微生物の

収集
･

保存
･

提供事業と遺伝資膿化に 向けた取り組
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み. 第 2 7 回日本分子生物学会年会 一 時別企画 ｢ ナ

シ ョ ナ ル バ イオリ ソ
ー

ス+ - 神戸 , プ ロ グ ラ ム
･

抄

録集, p . 7 6 , p . 29 3, 2 00 4 .

1 4) 佐藤友隆, 森本亜玲, 蘭郎 陽, 松尾章朗 , 勝 正

和 , 三上 裏= 背部に T r u b r u m に よ る体部白癖, 両

前腕に ス ポロ トリ コ
- シ ス の みられた 1 矧 日本皮

膚学会第7 88 回東京地方象 2 00 4 . 1 . 1 5
.

1 5) 佐藤友 臥 森本亜 軌 薗部 陽 , 拾尾車朗, 勝 正

和 , 三上 嚢: イトラ コ ナゾ -

)I , 内服 に ヨ ウ素含有

軟膏外用を併用 し早期に上皮化をみとめたス ポ ロ ト

リ コ - シ ス の 1 例. 日本皮膚科学会第 6 7 国東宗支

部学術大会
,
2 ∞4 . 2 . 14 ,

1 6) 佐藤友隆 , 森本亜玲 , 薗部 隊, 松尾車朗, 勝 正

?D , 三 上 妻 , 加納 塁: A r 助 o d c r m G ℡ G n b r c w eg h c m ii

に よ る ケ ル ス ス 禿療 お よ び 休部白癖の 1 例, 帯

2 0 回 日本臨床皮膚科 医学会給金 . 臨床学術大会,

20 0 4 . 5 . 22 .

17) 佐藤友隆, 松 尾章朗 , 長谷川太
一

, 勝 正机 三

上 轟: 手管に生 じた皮膚固定型 ス ポ ロ トリ コ -

シ ス の 1 例 と当科で 2 年間に臨床的に分離され た

Sp o r otb ri x ∫cb m c lii の r D N A の I T S 領域塩基配列の検

乱 第48 回日本医真蘭学会総会, 真薗誌 45(増 1 ) :

7 9
,
2 00 4 . 9 . 2 6 .

1 8) 佐藤友隆, 船越 建, 松尾草朗 , 高 雪蕎 , 長谷川

太 -

,
三 上 轟: イト ラ コ ナ ゾ - ル 間歌投与が奏効

した小児顔面白癖の 1 5U . 日 本皮膚科学会帯 7 94 国

東京地方会, 2 0 04 . 1 0 . 1 6 .

1 9) 佐藤友隆, 砕尾章朗 , 長谷川太
一

, 勝 正和 , 三上

薬: イ ン ド人男児に生 じた M i E r 呼 o r u m g 汐1 e u 2 n に よ

る休部白癖の 1一札 第8 回日本 -

中国合同皮膚科学

術金策, 2 00 4 . ll . 1 2 .

2 0) 石川 浮 , 栗田晴代, 武田健二郎 , 星野蓉隆, 三上

嚢: 病原放線菌 N o c a r d z
'

a f w ci n i c o に お ける TP o B パ ラ

ロ グの 7) フ ア ンピシ ン耐性 ヘ の関与 . 第 27 回日本

分子生物学会年会, プ ロ グ ラ ム抄録集, p . 22 7 , 2 00 4 .

21) 知花博治, 中山浩凧 同 委緒, 長沢奈央子, 三 上

轟 : 病原性其菌 c d '2 L 払 G IbiE a n J に お けるゲノ ム 解

析 第 6 回 ワ
ー ク シ ョ ッ プ微生物ゲ ノ ム研究の フ ロ

ン テ ィ ア , 2 α)4 . 3 .

22) 知花博治, 三 上 嚢: c G n d id ,q a [b Ec n n ∫ 染色体 7 香 の

全塩基配列の 決定とア ノ テ -

シ ョ ン . 第 7 7 回日本

細菌学会総会, 日本細菌学雑蕃 5 9 : 12 6 , 2 00 4 .

2 3) 知花博 軌 岡 奈軌 長沢 奈央子, 三 上 嚢 : 柄

原性其蘭カ ン ジダにおけ る抗其蘭剤標的遺伝子の

探嵐 第 2 回感染症若 手研究者沖縄 フ ォ ー

ラ ム
,

2 00 4 , 2 .

2 4) 知花博治: 誘導型ア ンチ セ ン ス R N A に よ る カ ン ジ

グ酵母の フ ユ ノ ム プ ロ ジ ェ ク ト. 特定領域研究 ｢ 感

染と宿主応答の分子基盤+ 班会哉 , 2 0 04 . I .

25) 知花博拍, 中山浩伸 , 宇野 潤 : 病原性 カ ンジ ダ酵

母における人体内生存戦略遺伝子ネ ッ ト ワ ー ク の研

免 特定領域研究 ｢ ゲ ノ ム+ 4 領域 2 00 4 年合同班

会議, 20 04 . 8 .

2 6) 知 花博 治 , 宇 野 潤 , 三 上 嚢: c G n di d a a 伽 o n s

U R J93 遺伝子に隣接する ZR O l 遺伝子変異株の 構築

と病原性試艶 第 48 回日本医其蘭学会総会, 異常

敢 4 5 ( 増 1 ) : 9 6, 2 00 4 .

27) 知花博拍, 上 野重曹 , 中山浩 凧 同 素緒 , 宇野

潤, 長沢奈央子 , 山口正視, 三 上 妾 : 痛原性静

母 C o n d z
l

d o gl n b r 4 h z に お けるゲ ノ ム 制御計画 C G R P

( C a n di d a g lo b , w 彪 G e n o m e R e g th ti o n P r oj e ct) . 第 2 7

回日本分子生物学会年会 , 20 04 . 12 .

2 S) 上野主音 , 知花博治 , 三 上 轟: 病原異常 C q n d z
'

dL Z

gl a b r a f q に おける効率的遺伝子操作技術の検 札 第

3 回感染症若手研究者沖縄 フ ォ ー

ラ ム
,
2 0 04 . l l .

29) 花田 乳 宇野 潤 , 知花博 軌 中山活伸 , 宮川

洋三 : C a n d l
l

d LZ a Zbi c u 71 S
T) ン 酸代謝 の 負の 制御園子

f H O 8 5 の 性状 - T E T シ ス テ ム を用 い た in v 加 お

よび in v i m 解析 , 第 4 8 回日本医其蘭学会撒会, 兵

曹誌 45 (増 1 ) : 9 7 , 2 00 4 .

30) 上野主音 , 知花博袷, 中山鰭伸, 三 上 轟: c G n di h

g
]G b r a 血 に おける網羅的な遺伝子解析を目的とし

た効率的な相同組換 え誘導の た め の 条件検 札 第

48 回日 本医異音学会稔会, 真菌誌
‾4 5 (増 1 ) = 9 5 ,

2 0 04 .

3 1) 敷波久美子, 知花博治, 三 上 轟: c a n d '
'

d a a lb ic a n s

染 色体 6 番 にお け る染 色体 シ
ー ク エ ン ス の G ap

cl o si n g . 第4 8 画 日本医真菌学会総会 , 真菌罷 4 5( 増

1 ) : 9 6 , 2 00 4 .

3 2) 中山括伸, 長 環, 知花博冶: c G n d id a g [a b ' a L a P M I

遺伝子座 に位置す る 遺伝子群の 必須性の 評価. 第

4 8 回E] 本医其菌学会総 会, 真菌誌 45 ( 増 1 ) : 97 ,

2 00 4 .

33) 中山清伸 , 岩崎葵歩, 長 唄, 知花博 軌 c a n d l
'

d a

40 千葉 大学 其菌医学研究 セ ン タ
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g
h b 7t7 1 a にお ける G D P一皿 a n n O S C P y r O P h o ryl a s e ( W G 9 /

P S z41) 遺伝子とその パ ラ ロ グの 炭素源による使 い分

･ け , 第 27 回目本分子生物学余年会, 20 04 . 12 .

3 4) 佐野文子, E . N . I ta n o
,
宇野 潤, 鎗F]響子 , 亀井寛

彦, 宮治 乱 西村和子: L A M P 法 に よ る患者暗疾

から の P - r o cci d l
'

o z

l

d e s b r n siLz
-

m si s 特 異的遺伝子 〆 ヲ

の 検出. 第 4 8 回 日本医其蘭学会総会, 其蘭鼓 4 5

(増 1 ) =1 0 0 , 20 0 4 .

国際交涜

1 . 国際共同研究

1 ) 三 上 轟: 薬剤 の 不 括化 に 関す る 研 究, E ri c R .

D ab b 8 教授, 南 ア フ リ カ ウ ィ ッ ト ウ オ夕
-

ス 大学

遺伝学 弧

2 ) 三上 嚢: 病原性放線菌および其蘭の分子遺伝学的

研究, N a te e w a n P o o n w a n 博 士 , タイ国立衛生研究

所.

3 ) ≡ 上 薬: 病原放線菌の分類学的研究, R ei n e r M .

K r o pp e n s te dt 教授 , ドイ ツ 微生物およ ぴ細胞株保

存セ ンタ ー ( D S M Z) .

4 ) 三 上 嚢: 痛原異菌 の 分子疫学的研究, W i 血 nd

M ey e r 博士, オ
ー

ス トラリ ア シ ドニ
ー

大学病院.

5 ) ≡上 表: 病原貴簡の 遺伝子分類学的研究, M a ri a

L tli z a M o r e tti - B r a n c hi n i 敦授 , ブ ラジル カ ンビ
ー ナ

ス大学医学部.

6 ) 知花博治: c a n d l
'

d q a lb z
'

E a n ∫ の 染色体物理地Bg の 作製,

P a u l T . M ag e e 教授 , ア メ リ カ合衆国 ミ･ネ ソ夕大学.

7 ) 知花博治: c G n did b o /b i c a n ∫ の ゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス の

決定 , R o n al d W . D a vi s 教授 , ア メ リカ合衆国 スタ

ン フ ォ
ー ド大学.

8 ) 知花博治: c a n di d o g/ a あ 幼 の D N A チ ッ プ の 開発,

B e r n a r d D u
)

'

o n 教授, フ ラ ン ス パ ス ツ
ー

ル 研究所,

2 . 海外渡航

1 ) 三上 嚢: ブ ラ ジ ル ･

ア ル ゼ ンチ ン ｢ メ ル コ ス
ー

ル

エ イズ感染症ワ
ー ク シ ョ ッ プ+ プ ロ ジ ェ クト形成調

乱 国際協力事業団 OI C A) , 2 00 4 . 8 . 2 4 -

9 . 2 .

2 ) 知花博治: ア メ リカ合衆国ミネアポリ ス , 共同研究

打ち合わせ , 科研費 , 20 04 . 3 . 8 -

1 6 . ア メ リ カ合

衆国オ ー ス テ イ ン
,
学会発表

,
科研費, 2 00 4 . 3 . 1 7

- 22 .

学舎等活動 ( 主催学会. 座長. コ ン ビ -

ナ
-

など)

1 ) 三上 嚢: N oc L2 r dz
'

G の 生物学に関する会読の 国際諮

問委貞.

2 ) 知花博拍: F ed e r a ti o n of E u r o p e a n B i o ch e mi c al S o d e ti e s

A d v a n c ed L e c t u r e C o u r s e
,
H u m a n F u r lg al P a th o g e n s :

S ci e n ti6 c A d vI S O r y B o a rd ･

教育活動

学位

1 ) 星野奉隆: 大学院自然科学研究科博士後耶果程短期

修了ならび に農学博士取得 ( 9 月) , 病原微生物の

二 次代財産物に関する研究 (研究指導: 三上 轟) .

2 ) 谷口 ヒ ロ 子: 大学院自然科学研究科博士前期課程修

了 ( 3 月) , 息着か ら分離された G o r d o n z
l

u 株の 分頼

学的研究 (研究指導: 三上 轟) .

# #

医学部4 年次医学生命科学時論 ･

研究 (林由布子, 前里

琴美 , 佐 々木俊秀) .

三上 嚢: 千葉大学大学院医学研究科 (其蘭感染症学分

野 一 高分子活性学 9 , 千葉大学大学院自然科学研究科

博士後期課程 (分子生態横能筆 -

其薗感染応答静Ⅰ) ,

千葉大学大学院自然科学研究科博士前期課程 (分子生

態機能学) , 千葉大学大学院薬学研究科 ( 化学療法学) ,

国立千葉東病院看護学枚 (痛度微生物学) .

知花博冶: 名古屋大学大学院医学研究科医学セミナ
ー

.

宇野 潤: 東邦大学薬学部 (薬物治療学 Ⅲ 一

感染症) 5

月 - 7 月 .

社会活動

講演など ( 一

般視聴者対象)

1 ) 三 上 轟: ｢ 病原微生物 - 第
一

回微生物研修セ ミ

ナ
ー

+ , 千葉県フ ァイ ン ライ フ環境改善連絡協議会,

千乗市 ハ
ー

モ ニ
ー プ ラ ザ , 20 04 , 1 2 . 1 6 .

2 ) 知花博乱 数波久美子, 上野重苦, 都 塵均 : 人 に

生息する酵母, カ ン ジダ の ゲ ノ ム解析 , ゲ ノ ム ひ ろ

ばiJl 福岡, 2 004 . 7 .

3 ) 知花博治, 三 上 嚢: ヒ トに生息する酵母 ･ カ ン ジ

ダ の ゲ ノ ム解析, 千葉県立現代産業科学錯開館 10
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1

弓

i

Li
3

周年記念 バイオ テ ク ノ ロ ジ
ー

展 , 2 0 04 . 1 0 .

外部資金

科学研究費

1) 三上 妾 ( 分担) : 文部科学省新世紀重点研究創世

プ ラ ン ( R P 20 02) ナ シ ョ ナ ル バ イオ T) ソ ー

ス プ ロ

ジ ェ クト ｢病原微生物+ 平成1 4 年慶 一 平成1 8 年度,

(代表 西村和子) .

2 ) 知花博拍 ( 代表) , 宇野 潤 (分担) : 特定領域 感染

と宿主応答の分子基盤
, 病原性真菌カ ン ジダ属にお

ける誘導型プ ロ モ - ク ー を用 い た感染分子機構の網

羅的研究 , 630 方円 .

3 ) 知花博治 (代表) , 宇野 潤 (分担) : 特定領域 ゲノ

ム 生物学 , 病原性カ ン ジグ酵母における人体内生存

戦略遺伝子ネ ッ ト ワ ー クの 研究
,
60 0 万円.

4 ) 知 花博 袷 ( 代 表) : 基盤 研究 ( C) , 病 原 性酵 母

C a 77 d i
'

d G g ! G b 713ZL a におけ る i7 ” Z
'

m 必須遺伝子の 探索,

2 70 万円.

5 ) 矢沢勝清 : 平成 1 4 年度文部省科学研究費 ･ 奨励研

究, 遺伝子資源としで の病原性放線菌の 同定と保存

(研究課題番号 14 92 2 064) , 21 万円.

6 ) 知花博治 ( 分担) 三上 妾 (分担) : 基盤研究 ( C) ,

病原性酵母カ ンジダ ･ ア ル ピ カ ン ス の分子疫学助研

究, 20 万円 ( 代表 EB 中玲子) ,

7 ) 知花博 治 ( 分担): 基 盤研 究 ( C) , 知花停泊 ( 分

担) : カ ン ジダ酵母の 形態変換制御遺伝子群の発現動

態と組換え体による桶原性評価. ( 代表 福岡歯科大

長 環) .

民間等共同研究

1 ) 三 上 集 ( 代表) : 帯 - 製薬株式会社 , 糸状菌の 細

胞壁構造の解析法の研究. 90 0 万円 .

2 ) 知花博治 (代表) : 株式会社ツ ム ラ : カ ン ジグ ･

ア )L ･

ビ カ ン ス遺伝子の 機能解明に関する研究, 12 0 万円,

その他の 研究助成

1 ) 三上 嚢 (代表) : 株式会社ア ス ト ロ ( 三 菱化学) ,

放線菌の 分類学的研究, 15 万円 .

知的財産

知花博 治= 新免租換 え兵 乱 C G n did q a lb i c a n ∫ lo 株, a .

g
l o b , d q 5 0株 , 分譲蘭株数: a . a 助 a n s l o 株 , c ･ g zo b ”d a

2 株 , D D BJ/ G e n B a n k 登録数: c . G lb i c n n J 4 2 0 件 .
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